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丞
の
習
字
教
室
の
帰
り
。

)
ラ
ジ
オ
か
ら
「
ト
イ
レ

藤
」
と
い
う
曲
が
流
れ

い
た
。
自
宅
に
着
い
た
が
、

り
な
か
車
の
エ
ン
ジ
ン
を

V
J
ら
れ
な
か
っ
た
。
曲
に

f
J
入
っ
て
し
ま
っ
た
の

娘
も
黙
っ
て
聴
い
て
い

ド
ア
を
開
け
よ
う
と
も

穴
い
。
ま
る
で
ド
ラ
マ
を

J
い
る
か
の
よ
う
に
、
静

ソ
返
っ
て
聴
い
た
。

「
か
ら
3
0
年
も
前
。
私
は

了
年
生
。
午
前7
時
5

ッ
バ
ス
に
乗
る
た
め
、
自

完
6

時
5
0
分
に
出
て
い

自
宅
を
出
る
前
に
、
毎

1

イ
レ
掃
除
を
し
て
い

「
ト
イ
レ
を
掃
除
す
る

将
来
、
か
わ
い
い
女
の

9授
か
る
と
よ
」
と
、
母

g
し
て
く
れ
た
。
「
本
当

富
…
」
。
母
の
言
葉
を

い
つ
つ
も
、
高
校
の
3

年

ト
イ
レ
掃
除
は
続
け
た
。

「
ト
イ
レ
の
神
様
」
は
、

葛
さ
ん
と
の
思
い
出
を

五
低
皿
ら
し
い
。
テ
レ
ビ

＝
放
送
で
「
ト
イ
レ
の
神

を
聴
い
て
、
ま
た
涙
し

娘
も
黙
っ
て
聴
い
て
い

忌
だ9
歳
の
娘
。
で
も
、

与
ろ
ト
イ
レ
掃
除
を
任

せ
よ
う
か
な
と
思

う
。
将
来
、
あ
な

た
の
よ
う
な
か
わ

い
い
女
の
子
を
授

か
る
よ
う
に
・
'
b
.
o

演
会
「
天
覧
標
本
と
熊
本
の

」

8

日
午
後1
時
半
、
熊

熊
本
大
工
学
部
百
周
年
記
念

本
大
五
高
記
念
館
で
開
か
れ

企
画
展
「
昭
和
六
年
の
天
覧

に
合
わ
せ
、
熊
本
記
念
植
物

の
今
江
正
知
名
誉
会
長
が
講

。
無
料
。
県
文
化
企
画
課
博

，
ロ
ジ
ェ
ク
ト
班
岱09
6

3
)
2
1
5
5。
'

州
大
公
開
講
座
「
九
州
山
地

知
ろ
う
」
2
9
ー
3
0
日
の
1

[
、
宮
崎
県
椎
葉
村
の
同
大

薔
林
。
講
義
と
実
習
で
九

林
や
動
物
の
特
徴
、
地
球

お
け
る
森
林
の
役
割
な
ど
に

学
ぶ
。
高
校
生
以
上
。
定

程
度
（
初
参
加
を
優
先
）
。

-
4千
円
（
宿
泊
料
、
食
事
代
、

n
な
ど
）
0
1
4日
締
め
切
り
。

林
岱
0
9
8
3
(
3
8
)
1
1
1

1 くらし面へのこ意見は〒860-8506、熊日暮らし情醗部へ 匹096(361)3020 ファクス096(36 1) 3290 kurashi@kumanichi.co.ip • 1 
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慶応大病院に設暉された漠方問診システムを操作する渡辺賢治漠方医
学センター長＝東京都新宿区 . 

約
2
0
0

の
問
診
情
報
に

医
師
が
下
し
た
診
断
や
漠
方

製
剤
の
処
方
な
ど
を
加
え
、

個
人
が
特
定
さ
れ
う
る
情
報

を
除
い
た1
千
項
目
以
上
の

こ
う
し
て
集
め
た
デ
ー
タ

の
解
析
を
担
つ
の
は
、
東
京

大
医
科
学
研
究
所D
N
A

情

報
解
析
分
野
の
宮
野
悟
教

授
、
井
元
清
哉
准
教
授
ら
だ
。
慶
大
病
院
単
独
で
行
っ
て

ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
は
、
い
た
こ
の
研
究
は
本
年
度
か

初
診
の
患
者
が
、
慶
大
病
院
ら
、
全
国
1
0
施
設
に
拡
大
す

式
の
漠
方
で
症
状
が
改
善
す
る
。
よ
り
多
く
の
デ
ー
タ
を

る
確
率
の
計
算
。
確
率
が
高
集
め
れ
ば
予
測
の
精
度
ア
ッ

け
れ
ば
治
療
に
入
リ
、
低
け
プ
が
見
込
め
る
た
め
だ
。

れ
ば
別
の
方
法
が
な
い
か
模
患
者
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
活

索
す
る
な
ど
、
治
療
方
針
決
用
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

定
の
一
助
に
な
る
こ
と
が
期
渡
辺
セ
ン
タ
ー
長
は
「
現
在

待
さ
れ
て
い
る
。
も
自
分
自
身
の
治
療
経
過
を

「
足
の
冷
え
」
を
例
に
と
来
院
時
に
確
認
す
る
こ
と
は

れ
ば
、1
2
0

近
い
問
診
項
で
き
る
が
、
将
来
的
に
は
携

目
か
ら
、
冷
え
と
関
係
が
深
帯
端
末
か
ら
自
分
に
合
っ
た

い
3
5
項
目
を
数
学
的
な
方
法
治
療
を
探
せ
る
よ
う
な
仕
組

で
選
抜
。
こ
れ
ら
の
項
目
に
み
に
し
て
い
け
れ
ば
」
と
話

つ
い
て
対
象
の
患
者
と
回
答
．
，
し
て
い
る
。

数
式
に
乗
せ
る

イ
グ
ア
ナ
野
生
化

呼
哺
』
i
｀
疇
這
昆
虫
、
植
物
に
影
響
も

リ
、
自
然
保
護
官
補
佐
の
勝
部
五
葉
さ

ん
は
「
飼
わ
れ
て
い
た
も
の
が
逃
げ
た

か
放
た
れ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
話
す
。

今
で
は
野
生
化
し
た
個
体
同
士
に
よ
る

繁
殖
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

同
事
務
所
は2
0
0
8

年
度
、
島
内

計
2
2
1

人
に
聞
き
取
り
調
査
。
目
撃

は
延
べ
5
2
件
に
上
り
、
う
ち
3
7
件
は
島

の
北
部
の
明
石
地
区
に
集
中
し
て
い

た
。
こ
の
地
区
を
中
心
に
こ
れ
ま
で
に

計
3
1
個
体
を
捕
獲
、
駆
除
し
た
。

島
で
は
海
岸
の
林
な
ど
に
い
る
こ
と

が
多
く
、4
i

5

月
の
繁
殖
期
に
は
、

砂
浜
に
穴
を
掘
っ
て
卵
を
産
ん
で
い
る

の
が
目
撃
さ
れ
た
例
も
f
一
度
の
産
卵

東
京
都
新
宿
区
の
慶
応
大
デ
ー
タ
を1
人
分
と
し
て
、

病
院
。
渡
辺
賢
治
漠
方
医
学
こ
れ
ま
で
の
べ
5

千
人
分
以

セ
ン
タ
ー
長
に
促
さ
れ
て
問
上
の
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
て

診
用
端
末
に
向
か
い
合
う
き
た
。
「
膜
方
は
、
患
者
の

と
、
モ
ニ
タ
ー
に
質
問
が
表
体
質
な
ど
に
合
わ
せ
て
治
療

示
さ
れ
た
。
食
や
睡
眠
な
ど
法
を
調
竪
す
る
個
別
化
医
療

の
生
活
習
慣
に
加
え
、
冷
え
、
だ
」
と
渡
辺
セ
ン
タ
ー
長
は

し
び
れ
な
ど
の
症
状
を
部
位
解
説
す
る
。
目
の
前
の
患
者

ご
と
に
聞
か
れ
、
そ
の
主
観
を
、
体
質
や
生
活
環
境
な
ど

的
な
強
度
を0
ー

1
0
0

の
が
似
た
過
去
の
患
者
た
ち
と

数
値
で
入
力
し
て
い
く
。
比
較
し
な
が
ら
、
見
立
て
と

治
療
法
を
選
択
す
るI
。
こ

ん
な
方
法
論
を
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
で
再
樺
成
す
る
に
は
、

ま
ず
症
状
、
診
断
、
治
療
を

く
ま
な
く
デ
ー
タ
化
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

ー
を
t

2

千
年
以
上
の
歴
史
を
も
つ
と
さ
れ
る
漠
方
。
西
洋
医
学
に
東
洋
医
学
を
加
え
た

「
統
合
医
療
」
の
可
能
性
を
探
る
厚
生
労
働
省
の
チ
ー
ム
が
発
足
し
、
あ
ら
た
め
て

注
目
が
集
ま
る
。
漠
方
活
用
に
関
す
る
厚
労
省
研
究
班
（
班
長
・
黒
岩
祐
治
国
際
医

療
福
祉
大
教
授
）
は2
月
、
経
験
の
蓄
積
か
ら
科
学
的
証
拠
に
基
づ
く
医
療
へ
の
転

換
を
図
る
べ
き
だ
と
の
提
言
を
発
表
。
漠
方
医
の
「
匠
の
技
」
の
正
体
を
明
ら
か

に
す
る
試
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。

惰
繹
西
洋
医
学
と
の
「
統
合
」
研
究

傾
向
が
似
た
別
の
患
者
の
治

療
記
録
を
比
較
し
、
改
善
が

見
込
め
る
か
判
断
す
る
。
こ

こ
で
治
療
効
果
が
期
待
で
き

る
と
さ
れ
た
人
の
9
1
％
が
、

実
際
に3
カ
月
後
の
症
状
改
、

善
が
み
ら
れ
た
と
い
う
。

問
診
デ
ー
タ
か
ら
診
断
を

つ
け
る
試
み
も
行
っ
た
。
漠

方
医
学
で
は
体
質
や
症
状
を

総
合
し
て
「
証
」
と
い
う
診

断
を
つ
け
る
が
、
線
が
細
い

「
虚
証
」
と
体
格
の
い
い
「
実

証
」
を
計
算
で
判
別
す
る
と
、

実
際
に
医
師
が
つ
は
た
判
断

と
8
7
％
一
致
。
医
師
の
診
断

支
援
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ

な
い
。
井
元
准
教
授
は
「
漠

方
医
学
が
数
式
に
乗
せ
ら
れ

る
こ
と
が
証
明
で
き
た
」
と

手
応
え
を
語
っ
て
い
る
。

規
模
拡
大
へ

漢方に
裔贔症状、投薬などデータ解析へ

薗固罰

南アフリカの国立公園
のアフリカゾウの群れ
（ロイター＝共同）

似
た
患
者
と
比
較

・
な
の
日
]
:

「科学的根拠」

巨大動物の今④

を

象牙で乱獲、アフリカゾウ

石
垣
島
で
今
年
1月
に
捕
獲
さ
れ
た
大
き
さ

約
↑
6
0

巧
の
グ
リ
ー
ン
イ
グ
ア
ナ
（
環
境

省
石
垣
自
然
保
護
官
事
務
所
提
供
）

巨
大
な
牙
と
耳
。
大
き
な
雄
で
は
肩

ま
で
の
高
さ
が4
認
、
体
重6
.
3

ト
ン

に
も
な
る
最
大
の
陸
上
動
物
が
ア
フ
リ

カ
ゾ
ウ
だ
。
サ
ハ
ラ
砂
漠
以
南
の
ア
フ

リ
カ
に
広
く
分
布
す
る
。

1
9
7
0

i

8
0
年
代
に
象
牙
目
当
て

の
狩
猟
で
多
く
の
ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ
が
殺

さ
れ
、
世
界
自
然
保
護
基
金
(
w
w
F
)

に
よ
る
と
、
2
0
世
紀
初
頭
に
は

1

千
万

頭
も
い
た
ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ
は
現
在
は
4
8

万
頭
に
ま
で
激
減
。
人
間
に
追
わ
れ
る

野
生
動
物
の
象
徴
的
存
在
と
な
っ
た
。

ブ
ル
ン
ジ
な
ど
の
よ
う
に
ゾ
ウ
が
い
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
国
も
あ
る
。

激
し
い
議
論
の
末
、
ワ
シ
ン
ト
ン

条
約
の
加
盟
国
は19
8
9

年
に
ア
フ

リ
カ
ゾ
ウ
の
国
際
取
引
を
禁
止
、
生

息
国
の
多
く
で
保
護
区
が
設
立
さ
れ
る

な
ど
し
て
、
個
体
数
は
増
加
傾
向
に

あ
る
。

だ
が
、
国
際
自
然
保
護
連
合(
I
U

C
N
)
に
よ
る
と
、
生
息
池
の
多
く
が

分
断
さ
れ
、
人
口
増
加
が
著
し
い
ア
フ

リ
カ
各
国
で
人
間
と
ゾ
ウ
と
が
衝
突
す

る
機
会
が
増
え
て
い
る
。

N
P
O
法
人
、
ト
ラ
・
ゾ
ウ
保
護

基
金
の
坂
元
雅
行
弁
護
士
は
「
象
牙
目

当
て
の
密
猟
と
密
輸
は
増
加
傾
向
に
あ

る
上
、
ア
フ
リ
カ
で
の
ゾ
ウ
の
生
息

環
境
は
悪
化
が
続
い
て
い
て
将
来
が
心

配
だ
。
ゾ
ウ
に
と
っ
て
重
要
な
生
息
地

を
確
保
し
、
人
間
が
利
用
す
る
土
地

と
の
間
を
計
画
的
に
調
整
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
」

と
指
摘
し
て

い
る
。
＇

1
1
こ
の
項
終

わ
り

中
南
米
原
産
で
大
型
の
ト
カ
分
の
グ

リ
ー
ン
イ
グ
ア
ナ
が
、
沖
縄
県
・
石
垣

島
で
野
生
化
し
て
い
る
。
も
と
も
と
は

ペ
ッ
ト
だ
っ
た
と
み
ら
れ
、
餌
と
し
て

食
べ
て
い
る
昆
虫
や
植
物
の
生
態
に
影

響
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
、
環

境
省
が
調
査
や
駆
除
を
進
め
て
い
る
。

環
境
省
の
石
垣
自
然
保
護
官
事
務
所

に
よ
る
と
、
グ
リ
ー
ン
イ
グ
ア
ナ
は
本

来
、
中
南
米
の
熱
帯
雨
林
の
川
付
近
で
、

木
の
上
な
ど
に
生
息
。
大
き
な
も
の
は

尾
の
先
ま
で
含
め
約2
認
に
な
る
。

石
垣
島
で
の
目
撃
は
1
5
ー
⑳
年
ほ
ど

前
か
ら
。
グ
リ
ー
ン
イ
グ
ア
ナ
は
国
内

で
ペ
ッ
ト
と
し
て
大
量
に
流
通
し
て
お

石垣島

数
は
5
0
個
程
度
だ
が
、
一
部
は
環
境
に

適
応
で
き
ず
に
淘
汰
さ
れ
て
い
る
と
み

ら
れ
る
。
．

グ
リ
ー
ン
イ
グ
ア
ナ
は
主
に
植
物
を

食
べ
る
が
、
幼
い
う
ち
は
昆
虫
も
餌
に

す
る
。
勝
部
さ
ん
は
「
小
さ
い
個
体
が

捕
ま
っ
て
い
な
い
の
で
、
石
垣
島
で
ど

の
よ
う
な
毘
虫
を
食
べ
て
い
る
の
か
よ

く
分
か
ら
な
い
が
、
生
態
系
の
バ
ラ
ン

ス
を
崩
す
恐
れ
が
あ
る
」
と
警
戒
す
る
。

一
方
、
大
き
な
個
体
の
体
内
か
ら
は
ク

ワ
の
葉
を
確
認
。
植
生
へ
の
影
響
は
未

確
認
だ
が
、
や
は
り
生
態
系
保
全
の
観
＇

点
か
ら
好
ま
し
く
な
い
と
い
う
。

勝
部
さ
ん
は
「
石
垣
島
な
ど
貴
重
な

生
態
系
が
残
る
と
こ
ろ
で
逃
げ
出
す
と

ど
う
い
う
影
響
が
出
る
か
予
測
が
つ
か

な
い
。
最
期
ま
で
責
任
を
持
て
な
い
な

ら
飼
う
べ
き
で
は
な
い
」
と
話
し
て
い

る
。

\•・
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